
 

① 高齢化と健康不安 

・高齢者が増えた（一人暮らし、高齢者のみ世帯、昼間高齢者のみ世帯）。 

・日常生活（ゴミ出し、買い物、草取り等）に困難を抱える高齢者が増えた。 

・一人暮らしでさみしい。健康に不安があり、いざという時が心配。 

・認知症の高齢者が増えているように思われる。 

基本理念  

② 人間関係の希薄化 

・自治会の未加入者が増えてきた。 

・近所づきあいが減ってきた。（付き合いを嫌がる。顔を知らない。情報がない。） 

・地域との関わりを拒む住民や閉じこもりがちな高齢者が増えてきた。 

・気軽に集える場所が少ない。 
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〔協働する主な組織・団体等〕 

 

 

未来の地域社会を担っていく子どもたちが、様々な喜びや感動の体験を通して伸び伸びと

健やかに成長し、生まれ育った地域への愛着や感謝の心が持てるよう、安全で安心な学びや

遊びの環境を整え、地域のみんなで見守り、育んでいきます。 

○ ソーメン流し 

○ 青少年ハイキング 

○ カルタ会、凧揚げ 

基本目標４ 

○ 子育て支援 

○ 双子・三つ子ちゃん子育て支援 

○ 子どもすもう大会 

【実施していく主な事業・活動】 

私たちの大切なまち“上津役”。  住みやすい安全安心なこのまちにも、よ～く見渡してみるといろんな困りごとや悩みごと（課題）があります。  例えば・・・ 

 

住 民 

 

子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しく交流できるふれあいの場づくりや行事などを企

画・実施します。また、支援が必要な方が地域で孤立しないよう、住民同士のつながりや人

と人との絆を深めます。 

○ 世代間交流ふれあい福祉もちつき大会 

○ ふれあい昼食会 

○ 上津役まつり 

○ 盆踊り大会 

基本目標２ 

○ 高齢者の居場所づくり「サロン活動」 

○ 一人暮らし年長者交歓会 

○ 一人暮らし高齢者のバスハイク 

○ 在宅介護者の集い 

【実施していく主な事業・活動】 

そこで・・・ 

 

誰もが安心して暮らせるよう、公私の社会福祉関係者とも連携し、住民の主体的参加によ

る「ふれあいネットワーク活動」を中心にした支援の輪をつくり、支え合いの地域福祉活動

を進めます。また、活動財源の確保と地域福祉への協力者を増やすことを目的として、募金

活動や賛助会員活動の拡充に努めます。 

 

○ 災害時の福祉救援体制づくり 

○ 共同募金運動への協力 

○ 賛助会員募集活動への協力 

基本目標３ 

○ ふれあいネットワーク活動の充実  

・見守り、声かけ訪問活動（見守り） 

・簡易なお手伝い活動（助け合い） 

・連絡調整会議の定期開催（話し合い） 

【実施していく主な事業・活動】 

そこで・・・ 

住みよい地域づくり実現に向け、皆様のご協力をお願いいたします！ 

上津役校区では、子どもから高齢者まで、また、障害のあるなしに関わらず、誰もが住み慣れたところで安心して生活できる“ふれあい”と“支え合い”のまちにしたい

と願っています。そこで、住民一人一人の安全で安心な暮らしを守るため「誰もが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」という言葉を上津役校区の小地域福祉活動

計画の基本理念とし、４つの基本目標を今後５年間の福祉活動計画の柱にして、地域の諸団体や住民の皆様と目標を共有し、地域活動・事業に取り組んでいきます。 

 

そこで・・・ 

 

住民一人一人に地域福祉活動を身近なものと感じてもらうため、広報紙やホームページ等

を活用した啓発を行うとともに、子どもから大人まで参加できる様々な学びの機会をつくり、

これからの地域福祉を担う人材を育てていきます。また、高齢者がいつまでも健康で生き生

きとした生活を送れるよう、健康づくりや介護予防事業に取り組みます。 

 

○ 健康づくり事業 

・ラジオ体操、ウォーキング など 

・健康講座、認知症予防講座 など 

基本目標１ 

○ 次世代地域福祉活動者の育成 

・住民、団体等への説明会の実施 

・研修事業、活動者交流会 

○ 社協活動の広報、福祉情報の発信 

・広報紙、ホームページの活用 

【実施していく主な事業・活動】 

③ 地域福祉活動者の悩み 

・活動者（役員、福祉協力員、民生委員、ボランティア等）が高齢化している。 

・新たな活動者や若い活動者の参加、協力がなかなか得られない。 

・地域の活動や行事などが住民に知られていない。 

・課題を抱える高齢者（認知症）等の関わり方や支援の方法がわからない。 


